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３ 論文の構成    
第 1章 序論 
 研究背景と目的，方法について述べるとともに関連研究を整理している． 
 















































































                       
５ 論文の特質 
 近年のデジタルファブリケーションの発展を背景に，3Dプリンタを対象とした研究が行われ
てきた．そうした研究の多くは，3Dプリンタでいかに高精度・高速に造形を行うか，といった
製造の点に集中している．本論文は，3Dプリンタの表現力について着目し，表現のための道具
としての 3Dプリンタという考え方を展開している点が大きな特質である. 
 本研究では 3Dプリント方式のひとつである熱溶解積層方式を取り上げて，その表現力を拡張
するための造形手法を構築しているが，いずれも独創的な造形手法を提案しているだけでなく，
手法を利用するためのシステム， 3Dプリントを行った例が実際に示されている点も大きな特質
である. 
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６ 論文の評価 
  
 本研究の目的は，熱溶解積層方式 3Dプリンタの表現力拡張である．3Dプリンタという工作機
器を一旦「製造」から切り離し，その方式の独自性の探索と造形手法の提案を行うことで，3D
プリンタを表現のための道具として利用できるという考えの立証を目指した，極めて意欲的な論
文であり，その思想は評価に値する.本研究は，センター・オブ・イノベーションプログラム
(JST COI)「感性とデジタル製造を直結し，生活者の創造性を拡張するファブ地球社会創造拠
点」の支援を受けたものであり，当プロジェクトにおけるデジタルファブリケーション技術開発
に貢献する内容である． 
 また，株式会社エポック社，ミツイワ株式会社との共同研究として，3Dプリンタを用いた先
進的表現に取り組んでいることも評価に値する点である．シルバニアファミリーシリーズを手が
け，今年で創立 60周年を迎える株式会社エポック社は，その開発過程で 3Dプリント技術も利用
している．本論文にも含まれる造形手法は，ものづくりのプロフェッショナルから見ても画期的
な手法であるという評価を得ている． 
本研究のベースとなっている業績は，学会発表 12件，うちトップカンファレンス含む国際学
会発表が 4件，そして筆頭の査読付きジャーナルが 4本である.論文賞や対話発表賞の受賞もし
ており，国内外の学会で評判の高い研究であるばかりか，新聞テレビ等の報道も多数されている
ものである.本論文の成果は今後さらにデジタルファブリケーション，およびヒューマンコンピ
ュータインタラクションの分野を中心に大きく寄与すると考えられる． 
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